
 

第４３号議案 

 

 

 

   令和２年度芦屋市一般会計補正予算（第３号） 

 

 

 

  令和２年度芦屋市の一般会計補正予算（第３号）は，次に定めるところによる。 

 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ113,766千円を追加し，歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ57,818,979千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は，「第１表歳入歳出予算補正」による。 

  

 

 

   令和２年６月８日提出 

 

 

 

芦屋市長 伊 藤  舞    
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令和２年度一般会計補正予算（第３号）について

歳入歳出予算

現計予算額： 57,705,213千円

補 正 額： ＋ 113,766千円

補正後予算額： 57,818,979千円

（補正額の内訳）

① 放課後児童クラブ事業（業務委託料）＋ 30,621千円 （＋13,327千円）

② 休業要請事業者経営継続支援事業 ＋ 10,120千円 （＋10,120千円）

③ コミュニティ・スクール助成事業 ＋ 2,500千円

④ 行政改革推進に要する経費 ＋ 525千円 （＋ 525千円）

⑤ 予備費の増額 ＋ 70,000千円 （＋70,000千円）

補 正 額： ＋113,766千円 （＋93,972千円）

※ （ ）内は市負担額（内数）43-16
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【別紙】…前頁①～⑤に係る歳出予算の補正内容

（単位：千円）

国・県 その他 一般財源

教育費‐社会教育費‐青少年対策費

放課後児童クラブ事業（業務委託料）

商工費‐商工費‐商工振興費

休業要請事業者経営継続支援事業
（県・市協調分）

教育費‐社会教育費‐社会教育事業費

コミュニティ・スクール助成事業

総務費‐総務管理費‐一般管理費

行政改革推進に要する経費

予備費‐予備費‐予備費

予備費の増額

合　計 ＋113,766 ＋12,508 ＋7,286 ＋93,972

＋525

＋70,000
今後発生しうる緊急の新型コロナウイルス感染症対策や
台風等の災害対策に迅速に対応するため，予備費を増額
するもの。

＋70,000

令和2年4月時点で定員超過の状況にある「なかよし学級
（宮川小）」及び「わんぱく学級（山手小）」について，
学童事業の正常化後に，保育室における児童の過密状態を
回避するため，宮川・西山幼稚園の空き室を活用して，
それぞれ1学級ずつの増設を図るもの。

＋12,508

⑤

②

③

＋4,786

④
令和3年度に予定していた新たな行政改革基本計画の策定を
1年前倒しで実施するため，必要となる経費（懇話会の開催
費，先進市への視察費，研修費等）を追加するもの。

＋525

事　業　名 事 業 概 要 補正額
財源内訳

打出浜コミュニティ・スクールが打出浜小学校で開催する
「秋まつり」が，今年度における（一財）自治総合センター
のコミュニティ助成事業に採択されたことに伴い，当該
助成金を追加するもの。

＋2,500

＋10,120 ＋10,120

＋30,621 ＋13,327①

＋2,500

県・市が協調して実施する休業要請事業者経営継続支援事業
について，その対象として新たに，
　① 行楽を主目的とする宿泊施設
　② 100㎡以下の大学・学習塾等，商業施設
が追加されたことに伴い，市の負担分を増額するもの。

43-17

43-17


